
H27（2015）.1.1

まちの話題

　「第１３回石巻かきまつり」（石巻かきブランド化事業委員会主催）には約３万
人が訪れ、石巻産カキのおいしさを堪能しました。震災による中断を経て再開
した昨年は、市総合運動公園が会場となりましたが、今回は４年ぶりに従来通り
サン・ファンパークで開催されました。市民参加のステージイベントが盛り上が
りを見せたほか、焼きガキ等人気コーナーには長蛇の列ができていました。

石巻地区 石巻地区

　牡鹿半島の十八成浜で動脈硬化等の予防効果があるとされる成分を含む微
細藻類の「ナンノクロロプシス」を製造しているスメーブジャパン㈱が藻を使った
開発商品の説明会を開きました。食品としての藻の認知度を地元でも高め、各種
商品開発に活用してもらうのが目的です。市の誘致に応じて進出した同社は、平
成２５年夏から培養を始め、今年夏には雄勝地区に新工場が完成する予定です。

　
◇投稿募集
　皆さんからの投稿をお待ちしています。テーマに沿ったあなたのとっておきの話を
お寄せください。
テ ー マ　「ありがとう」
　　　　　日常の生活の中で、皆さんの「ありがとう」に関する逸話（エピソード）をお聞
　　　　　かせください。　
字　　数　400字以内
投稿方法　住所、氏名、年齢、電話番号を明記し郵送またはＥメールで秘書広報課 　

　　　　あてにお送りください。掲載の場合はペンネームを可能としますので、ペン 　
　　　　ネーム希望の場合はその旨明記してください。
注意事項　公序良俗に反するもの等やスペースの関係上、投稿いただいたもの全てを
　　　　　掲載できるものではありません。また、字数等の関係で内容を調整させてい
　　　　　ただくことがあります。
問　秘書広報課（内線4024）　〒986-8501（住所不要）　
　　 　ispubinfo@city.ishinomaki.lg.jp

４年ぶり本拠地での
カキまつり盛況

11月23日（日・祝）
サン・ファンパーク

ナンクロ商品開発
ワークショップ

12月12日（金）
石巻商工会議所

　石巻の冬は冷え込みが厳しいですね。入浴の際に浴室に入ると寒くて体が
ぶるぶる震えてしまうこともあるのではないでしょうか。実はこの時期、寒い中
での入浴では失神、心筋梗塞、脳卒中を起こしてしまう危険性が高くなってし
まうのです。
　このようなことが起こる原因の一つには温度差による血圧の急激な変化が
あります。まず寒い中で裸になると体から熱を奪われないようにと血管が収
縮し血圧が上がります。次いで熱い湯船につかり体が急速に温まると血管が
ゆるんで一気に血圧が下がり、体に大きな負担をかけてしまうのです。特にご
高齢の方や、心臓が悪い方、または糖尿病、高血圧、脂質異常症等の生活習慣
病がある方はこの危険性が高くなると言われています。
　低い気温と熱い湯船の間の大きな温度差が原因となるので、その温度差を
小さくするために脱衣所や浴室内をなるべく暖かくする方がよいでしょう。ま
たお湯はぬるめにして、ゆっくりと体をなじませながら湯船に入り、湯船から上
がるときも急に立ち上がらないようにしましょう。
　寒い冬には温度差に気を付けた穏やかな入浴を行い、心身を労わってあげ
てはいかがでしょうか。
☆次回３月１日号は「春の病

やまい
にご注意を」です。

開成仮診療所　http://ishinomaki-zaitakurenkei.jp/

石巻市立病院　内科医員　末永 拓郎

第10回 冬の入浴について
石巻市立病院
健康コラム
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▲子どもたちをお話の世界に引き込む読み聞かせ活動
　（桃生子育て支援センター「キッズホーム」）
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